




















































1  小峰　総一郎「ライン地方のあるギムナジウム（ 3）」『中京大学国際教養学部論叢』第 8 巻第 1 号，
2015/9．
2  Scholtz, Harald: Erziehung und Unterricht unterm Hakenkreuz. (Kleine Vandenhoeck-Reihe, 1512), Göttin-





　　 （Kraas, Andreas: Lehrerlager 1932-1945: politische Funktion und pädagogische Gestaltung. Bad Heil-




　　 （Andreas Kraas: „Den deutschen Menschen in seinen inneren Lebensbezirken ergreifen － Das Lager 
als Erziehungsform, 2011.“ In: Klaus-Peter Horn/Jörg-W. Link (Hrsg.): Erziehungsverhältnisse im Nati-














für Erziehung und Unterricht zu Berlin）の後史に関するクラースの詳細な研究（「教員ラガー」
Lehrerlager 研究）に打たれたことであった4。
4  ベルリン中央教育研究所（Das Zentralinstitut für Erziehung und Unterricht zu Berlinについてはベー
メの研究が体系的である。Böhme, Günther: Das Zentralinstitut für Erziehung und Unterricht und seine 
































てよい。Vgl. Kraas, Andreas: Lehrerlager 1932-1945: politische Funktion und pädagogische Gestaltung. Bad 
Heilbrunn: J. Klinkhardt, 2004.
5  Vgl. Andreas Kraas: „Den deutschen Menschen in seinen inneren Lebensbezirken ergreifen － Das Lager als 
Erziehungsform, 2011.“ In: Klaus-Peter Horn/Jörg-W. Link (Hrsg.): Erziehungsverhältnisse im Nationalsozia-



















　　（ 3 ）ナチス教育ラガーの目標と自己理解［ 3］，具体的政治的自己理解［ 3 - 1 ］，それら
の教育学［ 3 - 2 ］，組織的方法的構造［ 3 - 3 ］。またこれらがラガー実践，ラガー体験
［主観的］にどう反映されたか［ 5］，を区別して扱う。
　⑥さらに，ナチスの重要なラガー教育諸組織にも言及する［ 4］。






























































































6 「余暇造形」（Freizeitgestaltung: 余暇設計 ; 余暇づくり）―「ラガー休日」の取り組みもラガーの重




























































































国際教養学部論叢　第 1 0 巻第 1号12
Ｄ．文化政策活動ラガー
（ 1 ）生徒のための協同体ラガー



























































国際教養学部論叢　第 1 0 巻第 1号14
◦ナチ党外交官ラガー
◦ NSV（ナチス厚生団 Nationalsozialistische Volkswohlfahrt：NSV）メンバーラガー
























































　　　また，「司法省教育ラガー »ハンス・ケルル«」（Schulungslager „Hans Kerrl“）は，ナチス
帝国教会大臣ハンス・ケルルの名を冠した法務教育ラガー（1933.6設立）。ベルリン南方ブラ
ンデンブルク州ユーターボーク在。1933-1939の間に，裁判官候補生ら 2万名余がナチズム法
7  Vgl. Kraas: „Den deutschen Menschen…“, S. 308.
8  Vgl. Kraas: Lehrerlager 1932-1945.ここには教員ラガーの展開が詳細に記されている。中央教育研究所お
よびナチス教員連盟によって実施された教員ラガー一覧参照。Vgl. a. a. O., S. 339-355.
国際教養学部論叢　第 1 0 巻第 1号16
学研修を展開したのである。






















9  小峰『ベルリン新教育の研究』，第 9章参照。
10 H. W. コッホ・根本政信訳『ヒトラーユーゲント：戦場に狩り出された少年たち』サンケイ出版，1981．
（Koch, H. W.: Hitler Youth: The Duped Generation. Ballantine Books, NY,1972.参照。）






























合計は原著も79.2％であった。また，榎本政信訳本は表 1 .と表 2 .のタイトルが入れ替わっていたので原
著に基づきタイトルを正した。














































官吏 * 2 者計　24.6 13
都市旧中間層 34.2 *







































層＼年 1923.11 層＼年 1933
労働者 21.3 労働者 32.1
ホワイトカラー・官吏 24.6 ホワイトカラー・官吏 33.6
都市旧中間層・資本家層 42.0 都市旧中間層・資本家層 20.2
農業 10.4 農業 10.7
その他（主婦，年金生活者） 4.9 その他（主婦，年金生活者） 3.4
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1 ．Das „Gemeinschaftslager Hanns Kerrl“
 http://web.uni-frankfurt.de/fb01/imprs/（最終閲覧：2017/6/24）
2 ． »Führerschule der Deutschen Ärzteschaft Alt Rehse«
 http://www.ebb-alt-rehse.de/files/geschichte.htm（最終閲覧：2017/6/17）
 （2017.6.29）
18 ちなみに，わが国の総力戦体制下の教育を究明した共同研究『総力戦体制と教育：皇国民「錬成」』（東大
出版，1987）は，その原型を「道場型錬成」に求める。それは，①日常生活から遮断された特定の施設
（道場）で行われている，②宗教的行事や身体活動，農耕作業など心身一体の行的活動が重視され，反知
性主義，精神主義に裏付けられた実践至上主義である，③個人の修養というより，師弟一体となった宿泊
生活の中での集団的修養がめざされている，④青年や成人が主たる対象であり，一種の人格改造機能をも
つ，⑤前提として皇室中心主義が貫かれている，を特徴とするとしている（同書，29ページ）。教師の再
教育（ 2泊 3日ほどの「錬成講習会」）や地域・職場・学校での「錬成」体制なども究明されており，ナ
チス・ラガー教育と重なる部分を見出せる。「錬成」とドイツとの関係については，明治中期（1885〈明
治18〉年）に陸軍大学教官ドイツ人少将メッケルの軍制改革建議が「練成」（「錬成」でなく）の語を使っ
たとあり（同書，33ページ），また1939〈昭和14〉年にはヒトラー・ユーゲントに倣う青少年団体一元化
構想（「学徒隊構想」＝勅令団体，のち流産）があったとする（同書，202ページ）。第二次世界大戦下の
日本の教育に，「同盟国」ドイツの影響は大きいと思われる。ナチス・ドイツ教育との比較があってもよ
かったであろう。

